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＜平成 20～22 年度研究業績概要＞ 

創価大学工学部 教授 戸田 龍樹 

創価大学工学部 学術研究支援員 岡下 智子 

 

本プロジェクトに特に関連する、平成 20～22 年度におけるメタン醗酵プロセスならび

に、好気固相反応に関する研究業績を以下に示す。著書分担執筆 1 編、総説 1 編、論文

発表は 22 報、うち査読付き雑誌に 11 報が掲載された。国際会議 18 件、国内会議 28 件

の発表を行った。 
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